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市内の各学校で運動会が行われました（写真は洲本幼稚園。関連記事８ページ）市内の各学校で運動会が行われました（写真は洲本幼稚園。関連記事８ページ）
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昨
年
十
月
二
十
日
、降
り
始
め
か
ら
の
二

十
四
時
間
雨
量
は
三
百
九
 
に
も
達
し
、市

内
で
は
五
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
ほ
か
、家
屋

な
ど
の
全
半
壊
、広
範
囲
に
わ
た
る
住
居
へ

の
浸
水
、水
道
や
道
路
や
河
川
、農
業
用
施

設
な
ど
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
被
災
直
後
は
災
害
ご
み
が
街
を
埋
め
尽

く
し
、断
水
や
寸
断
さ
れ
た
道
路
に
よ
る
通

行
止
め
な
ど
、市
民
生
活
が
非
常
に
不
便
な

状
態
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
間
、私
た
ち
は

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
も
助
け
ら
れ
、勇
気
づ
け
ら
れ

本
市
に
か
つ
て
な
い
被
害
を
も
た
ら
し

た
、台
風
二
十
三
号
の
襲
来
か
ら
約
一

年
を
迎
え
ま
し
た
。本
年
も
海
外
で
は

ア
メ
リ
カ
史
上
最
悪
の
災
害

と
も
言

わ
れ
る
ハ
リ
ケ
ー
ン「
カ
ト
リ
ー
ナ
」が

猛
威
を
ふ
る
い
、国
内
で
も
台
風
十
四

号
が
、西
日
本
を
中
心
に
記
録
的
な
大

雨
を
も
た
ら
し
、尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
、

家
屋
や
道
路
、河
川
な
ど
に
甚
大
な
被

害
が
出
ま
し
た
。

一
方
、京
阪
神
や
四
国
地
方
な
ど
で
は
今

世
紀
前
半
に
も
東
南
海
・
南
海
地
震
の
発

生
が
予
想
さ
れ
て
お
り
今
、集
中
豪
雨
や

地
震
に
対
す
る
備
え
が
必
要
で
す
。

”

”

本
市
に
か
つ
て
な
い
被
害
を
も
た
ら
し

た
、台
風
二
十
三
号
の
襲
来
か
ら
約
一

年
を
迎
え
ま
し
た
。本
年
も
海
外
で
は

ア
メ
リ
カ
史
上
最
悪
の
災
害

と
も
言

わ
れ
る
ハ
リ
ケ
ー
ン「
カ
ト
リ
ー
ナ
」が

猛
威
を
ふ
る
い
、国
内
で
も
台
風
十
四

号
が
、西
日
本
を
中
心
に
記
録
的
な
大

雨
を
も
た
ら
し
、尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
、

家
屋
や
道
路
、河
川
な
ど
に
甚
大
な
被

害
が
出
ま
し
た
。

一
方
、京
阪
神
や
四
国
地
方
な
ど
で
は
今

世
紀
前
半
に
も
東
南
海
・
南
海
地
震
の
発

生
が
予
想
さ
れ
て
お
り
今
、集
中
豪
雨
や

地
震
に
対
す
る
備
え
が
必
要
で
す
。

”

”

昨年の台風２３号襲来時の洲本市内（上下）昨年の台風２３号襲来時の洲本市内（上下）

ミ　
リ

平成７年、阪神・淡路大震災での神戸市内の様子（上下）
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て
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
一
日
で

も
早
く
生
活
の
安
定
が
図
れ
る
よ
う
、全
力

で
復
旧
・
復
興
工
事
な
ど
に
取
り
組
む
一
方
、

市
内
の
全
町
内
会
を
対
象
に
現
地
調
査
を

行
い
、地
震
災
害
も
想
定
し
た
防
災
意
識
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
、将
来
の
防
災
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

隣
近
所
の
助
け
合
い
が

　
　
　
　
　
　
一
番
大
切
で
す

隣
近
所
の
助
け
合
い
が

　
　
　
　
　
　
一
番
大
切
で
す

中村佳史さん
（物部）

ホ
タ
ル
の
飛
び
交
う

　
　
　
　
　
　
鮎
屋
川
に
再
び

ホ
タ
ル
の
飛
び
交
う

　
　
　
　
　
　
鮎
屋
川
に
再
び

鮎屋連合町内会
会長　小嶋勝治さん

迅
速
な
災
害
復
旧
で

　
　
　
　
　
　
市
民
に
安
心
を

迅
速
な
災
害
復
旧
で

　
　
　
　
　
　
市
民
に
安
心
を

洲本建設業組合
組合長　上原精農さん

　
自
宅
は

床
上
浸
水

の
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

外
出
先
か

ら
自
動
車

で
は
帰
れ
ず
、

溢
れ
出
し

た
水
の
中
を
歩
い
て
家
に
着
き
ま
し
た
。

　
夜
に
は
停
電
の
た
め
真
っ
暗
と
な
り
、水
が
ど

こ
ま
で
上
が
っ
て
く
る
の
か
、恐
怖
心
に
近
い
も

の
が
襲
っ
て
き
ま
し
た
。電
気
や
水
道
、ガ
ス
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
る
と
生
活
が
不
便

に
な
り
、不
安
で
す
ね
。

　
現
在
、洲
本
川
で
は
浚
渫
工
事
を
行
っ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、イ
ン
フ
ラ
整
備
を
早
急
に
行
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

　
最
近
は
異
常
気
象
で
、こ
れ
ま
で
の
予
想
を
超

え
た
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、

避
難
場
所
や
防
災
グ
ッ
ズ
の
備
え
付
け
な
ど
家

族
で
き
ち
ん
と
話
し
合
っ
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、一
番
大
切
な
の
は
隣
近
所
の
助
け
合
い

で
す
。そ
の
た
め
に
は
、普
段
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
大
切
で
す
ね
。

　
洲
本
市
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風

二
十
三
号
か
ら
、も
う
早
や
一
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
本
市
は
、か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
こ
の
大

災
害
に
よ
り
、尊
い
人
命
や
財
産
を
失
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
の
大
災
害
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
洲
本
市
の
た
め
の
防
災
計
画
に
こ
の

教
訓
を
生
か
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、兵
庫
県
で
は
、「
洲
本
川
激
甚
災
害
対
策
特

別
緊
急
事
業
」の
ほ
か
、関
係
河
川（
奥
畑
川
、鮎
屋

川
、猪
鼻
川
）の
改
良
工
事
と
し
て
の
災
害
助
成
及

び
関
連
事
業
の
採
択
を
国
か
ら
受
け
、災
害
に
強
い

洲
本
川
水
系
再
生
に
向
け
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
本
年
一
月
、治
水
対
策
室
を
設
置
し
、

こ
の
県
事
業
を
側
面
か
ら
支
援
し
一
日
も
早
い
洲

本
川
の
再
生
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
洲
本
川
に
生
ま
れ
変
わ
る
ま
で
約
五
年

の
月
日
を
要
し
ま
す
が
、一
日
も
早
い
洲
本
川
水
系

の
再
生
に
向

け
て
、が
ん
ば

っ
て
参
り
ま

す
の
で
市
民

の
皆
様
の
ご

理
解
、ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

災
害
に
強
い
洲
本
川
へ
の

　
　
再
生
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト

災
害
に
強
い
洲
本
川
へ
の

　
　
再
生
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト

洲本市治水対策室
岩岡　頼史

　
昨
年
は

大
き
な
台

風
に
何
回

も
見
舞
わ
れ
、

鮎
屋
川
が

決
壊
し
、流

木
や
ご
み

が
田
に
流

れ
込
み
ま
し
た
。こ
の
時
、地
域
の
住
民
総
参
加

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ご
み
な
ど
を
取
り
除

き
ま
し
た
。農
家
で
な
い
人
た
ち
も
、暑
い
中
、一

生
懸
命
、作
業
に
加
わ
っ
て
く
れ
た
の
に
は
涙
が

で
ま
し
た
。

　
鮎
屋
地
区
で
は
、豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、

特
に
河
川
を
中
心
に
生
活
を
営
ん
で
い
ま
す
。昨

年
の
災
害
で
い
な
く
な
っ
た
と
思
っ
て
い
た
ホ

タ
ル
が
、今
年
、わ
ず
か
な
が
ら
も
飛
び
交
い
ま

し
た
。そ
の
淡
い
ホ
タ
ル
の
光
は
、希
望
の
光
に

思
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
鮎
屋
川
の
改
修
工
事
で
は
ホ
タ

ル
や
い
ろ
ん
な
魚
な
ど
が
住
む
川
に
生
ま
れ
変

わ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
鮎
屋
地
区
で
は
、ホ
タ
ル
の
復
活
を
目
指
し
て
、

え
さ
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
の
救
出
活
動
な
ど
を
地

域
ぐ
る
み
で
行
っ
て
い
ま
す
。）

　
洲
本
建
設
業
組
合
で
は
、被
災
直
後
か
ら
、災

害
ご
み
や
堆
積
土
砂
の
撤
去
に
取
り
組
み
ま
し

た
。し
か
し
、誰
し
も
が
初
め
て
体
験
す
る
作
業

で
あ
り
、情
報
把
握
の
難
し
さ
な
ど
に
よ
り
作
業

が
効
率
よ
く
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、迅

速
な
災
害
復
旧
活
動
が
で
き
る
よ
う
災
害
の
種

別
ご
と
に
出
動
時
期
や
必
要
機
材
、人
員
、活
動

内
容
な
ど
を
定
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
に
取

り
組
み
、本
年
八
月
に
完
成
し
ま
し
た
。マ
ニ
ュ

ア
ル
で
は
、寸
断
さ
れ
た
道
路
や
河
川
の
復
旧
活

動
を
優
先
的
に
行
い
、市
民
の
不
安
を
い
ち
早
く
、

取
り
除
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
備
え
は
万
全
に
し
な
が
ら
も
、災
害
の
な
い
こ

と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
同
組
合
か
ら
は
、土
の
う
袋
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

な
ど
の
防
災
備
品
を
八
月
三
十
一
日
、市
に
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）
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本
市
で
は
将
来
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
東
南
海
・
南
海
地
震
や
台
風
な
ど
集
中
豪

雨
に
よ
る
災
害
に
備
え
、今
後
の
防
災
対
策
の
参
考
に
す
る
た
め
、本
年
六
月
に
市

内
全
世
帯
を
対
象
に
防
災
意
識
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
回
答
数
は
三
千
七
百
十
一
件

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
数
は
、

三
千
七
百
十
一
件（
回
収
率
二
三
・

五
 
）で
、回
答
者
の
男
女
別
で

は
、男
性
千
七
百
三
十
六
人（
四

六
・
八
 
）、女
性
千
九
百
二
十

八
人（
五
二
・
〇
 
）、無
回
答
四

十
七
人（
一
・
三
 
）と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
地
域
別
で
は
、大
野
地
域
が

四
百
六
十
件
、物
部
地
域
が
四

百
三
十
九
件
、潮
地
域
が
四
百

二
十
三
件
、上
物
部
地
域
が
三

百
八
十
件
、そ
の
ほ
か
の
地
域

が
二
千
九
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、家
族
数
で
は
、二
人
暮

ら
し
が
、千
三
百
三
十
三
件
と

一
番
多
く
、続
い
て
、三
人
暮
ら

し
七
百
二
十
二
件
、一
人
暮
ら

し
五
百
八
十
二
件
と
続
い
て
い

ま
す
。

◆いざというときにすぐ持ち出せるよう、
　　　　　　　　　日ごろから準備しているものは？

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11

食料品

飲料水

携帯ラジオ

懐中電灯

予備の電池

衣類・下着

手袋・軍手

防災ずきん・
ヘルメット
トイレットペーパー・
ティッシュペーパー

救急箱

お金・貴重品

11.2％

23.4％ 

58.5％ 

86.6％ 

59.5％ 

22.6％ 

53.4％ 

10.9％ 

43.3％ 

42.4％ 

41.1％

47.6％ 

43.0％ 

25.5％ 

6.7％ 

23.5％ 

41.6％ 

27.4％ 

64.2％ 

34.1％ 

33.2％ 

27.4％

無有 今後検討

38.3％ 

31.0％ 

13.8％ 

5.3％ 

14.7％ 

28.0％ 

16.8％ 

21.7％ 

19.1％ 

21.4％ 

29.3％

無回答

選択肢

2.8％ 

2.6％ 

2.2％ 

1.4％ 

14.7％ 

7.9％ 

2.5％ 

3.2％ 

3.5％ 

3.0％ 

2.3％

小項目

　「懐中電灯」が約８７ と圧倒的に多く、そのあと、「予備の電池」（約６０
 ）、「携帯ラジオ」（約５９ ）、「手袋・軍手」（約５３ ）が半数を超えていま
す。

1 

2 

3 

4 

5

地震保険などへの
加入

兵庫県住宅再建共
済制度への加入希
望

家具等の固定

ガラス飛散防止用
保護フィルムの設
置

連絡方法等につい
ての家庭内でのと
りきめ

44.0％

17.7％ 

11.9％ 

3.4％ 

15.5％

43.2％ 

20.4％ 

64.3％ 

73.1％ 

51.9％

無有 今後検討

9.5％ 

54.7％ 

21.3％ 

20.6％ 

29.0％

無回答

選択肢

3.4％ 

7.1％ 

2.6％ 

2.9％ 

3.5％

小項目

1 

2 

3 

4 

5

6 

7 

8

防災訓練への参加

要注意場所の監視
・報告

隣近所で自宅が危
険になった人のお
手伝い

隣近所の人の一時
的な避難の受け入
れ

隣近所の高齢者等
への見守り・声かけ

隣近所で大きな被
害を受けた人のお
手伝い

炊き出しの実施

他地域での災害ボ
ランティア活動

13.7％

34.9％ 

43.1％ 

34.2％ 

40.3％

40.3％

34.2％

13.8％

68.7％ 

53.4％ 

47.7％ 

56.3％ 

50.9％

51.1％

56.9％

69.9％

無有 今後検討

13.0％ 

6.7％ 

5.6％ 

6.2％ 

4.0％

4.8％ 

4.9％ 

11.7％

無回答

選択肢

4.6％ 

5.0％ 

3.6％ 

3.3％ 

4.8％ 

3.8％ 

4.0％ 

4.6％

小項目

◆いざというときのため、ご家庭の中で
　　　　　　　　　　　　実施していることは？

　「地震保険などへ加入している人」が最も多く（４４ ）、「兵庫県
住宅再建共済制度の加入希望」が約１８ で続いています。

◆助け合い活動などへの参加意向は？

　「隣近所で自宅が危険になった人のお手伝い」が約４３ 、続いて、
「隣近所の高齢者等への見守り、声かけ」・「大きな被害を受けた人の
お手伝い」が約４０ となっています。

パ 

ー

セ
ン
ト

パ 

ー

セ
ン
ト

パ 

ー

セ
ン
ト

パ 

ー

セ
ン
ト

パ ー
セント

パ ー
セント

パ ー
セント

パ ー
セント

パ ー
セント

パ ー
セント

パ ー
セント

パ ー
セント
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◆大きな水害が予想される場合、
　　　　　　　　　　避難するきっかけは？

◆避難準備情報や避難勧告、避難指示が
　　　　　　　出ていない場合、避難する時期は？

◆隣近所の知人から一緒に避難するよう
　　　　　　　　　　お誘いがあったときは？

◆避難勧告や避難指示といった緊急情報を
　　もっとも確実かつ速やかに得られる手段は？

気象警報（大雨警報、洪水警報等）
が出たとき　8.2％

避難準備
情報が出
たとき
17.4％

避難勧告が出た
とき　30.2％

避難指示が
出たとき
12.7％

自分で情報を
収集・分析し、
自分で判断する
9.2％

そのときに
ならないと
わからない
12.4％

自宅は安全であ
り、避難しない
4.2％

無回答　5.7％

自宅周辺の
道路が冠水
し始めたとき
20.8％

自宅の敷地内
（庭や駐車場、
通路等）が冠水
し始めたとき
13.8％

自宅の建物内部に
浸水が始まったとき
10.4％

自宅の建物内部に浸水し、
床上付近まで浸水が達したとき　6.4％

そのときに
ならないと
わからない
34.1％

自宅は安全であ
り、避難しない
8.5％

無回答　6.0％

隣近所の家や
同じ建物の２
階以上　26.3％

市役所が指定
した避難所　42.1％

車で３０分程度
の親戚・友人宅
3.7％

自宅は安全であ
り、避難しない
20.6％

無回答　7.3％

必ず避難する
27.1％

状況により
避難する　64.8％

避難しない　3.4％

無回答　4.7％

ケーブルテレビ
（緊急告知用端末）
による一斉放送
43.7％

テレビ
（ＮＨＫ・民放）
による緊急放送
18.2％

ラジオ（ＦＭ・ＡＭ）に
よる緊急放送　6.0％

サイレン・
半鐘の警告音
13.8％

広報車（拡声スピー
カー付き車両）に
よる巡回告知
13.8％

ひょうご防災ネット
等による一斉メール
送信　2.1％

その他　2.4％

　「避難準備情報、避難勧告、避難指示が出たとき」が併

せて約６０ と高く、「自分で情報を収集・分析し、自分

で判断する」が９．２ と低い数字になっています。

パ ー
セント

パ ー
セント

　「そのときにならないとわからない」が約３４ と、

最も高い数字になっています。

パ ー
セント

　「市役所が指定した避難所」が約４２ 、「隣近所の家

や同じ建物の２階以上」が約２６ となっています。

パ ー
セント

パ ー
セント

　「状況により避難する」が約６５ となっています。パ ー
セント

　「ケーブルテレビによる一斉放送」（約４４ ）が最も高

く、「テレビによる緊急放送」が約１８ と 続いています。

パ ー
セント

パ ー
セント

◆自宅周辺の道路が約３０ 冠 水して
　　　　　　　　　　いる場合、避難する先は？

セ ン
チ

Ｌ字型金具で固定

ガラス飛散防止フィルム

●家具の転倒防止をしているか
　本棚やたんすなどの家具は転倒し
ないよう、Ｌ字型金具などを使ってし
っかり留めておきましょう。食器棚な
どのガラスには、ガラス飛散防止フィ
ルムを貼っておきましょう。また、寝
ているときに棚が倒れてきたり、上に
置いたものが落ちてきたりしないよう、
家具の配置を工夫しましょう。

●家の耐震性は大丈夫か
　阪神・淡路大震災では、約１０万５
千棟の住宅が全壊、約１４万４千棟が
半壊。また、この震災で亡くなった人
の約８割が住宅の倒壊によって亡く
なったものと推定されています。日ご
ろからわが家の耐震性を点検し、補強
工事を施すなど、地震に強い家にして
おきましょう。

●家の周囲は安全か
　自身でブロック塀や石塀が倒壊し、
下敷きになった人が亡くなったケー
スもあります。ブロック塀などがある
場合は施工に欠陥がないかを確認し、
ぐらつきやひび割れ、傾きなどがない
か点検を。必要に応じて補強しておき
ましょう。また、プロパンガスのボン
ベがある場合は、しっかりと固定を。

●「非常持ち出し袋」をそなえているか
　いざというとき、避難生活に必要と
なるものをすぐに持ち出せるよう、一
つにまとめておきましょう。



昨
年
十
月
の
台
風
二
十
三
号
の
復
旧
・
復
興
状
況
な
ど
の
ほ
か
、
防
災
に
つ
い
て
の
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
防
災
関
連
情
報
は
、
洲
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.c
ity.s

u
m
o
to
.h
yo
g
o
.jp
/

）
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

生
活
関
係
経
費
の
申
請
は
お
早
め
に

〜
申
請
期
限
は
十
一
月
十
九
日
ま
で
〜

　
昨
年
の
台
風
二
十
三
号

で
被
災
さ
れ
た
全
壊
世
帯

の
人
、
ま
た
大
規
模
半
壊
・

半
壊
世
帯
で
や
む
を
得
な

い
理
由
に
よ
り
住
家
を
解

体
し
、
再
建
さ
れ
る
世
帯

に
つ
い
て
は
、
「
被
災
者

生
活
再
建
支
援
制
度
」
に

お
け
る
支
援
金
の
支
給
対

象
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の

中
の
生
活
関
係
経
費
の
申

請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い

人
や
、
支
給
限
度
額
に
達

し
て
い
な
い
人
は
お
急
ぎ

く
だ
さ
い
。

　
特
に
こ
れ
か
ら
概
算
請

求
を
さ
れ
る
人
は
、
支
給

後
の
使
途
実
績
報
告
の
期

限
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、

一
度
担
当
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
す
で
に
生
活
関

係
経
費
に
か
か
る
概
算
支

給
を
受
け
て
い
る
人
で
、

使
途
実
績
報
告
が
ま
だ
の

人
は
、
早
急
に
報
告
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健

康
福
祉
館
内
介
護
福
祉
課

（
1
２
２
・
９
３
３
３
）

へ
。

兵庫県県土整備部
住宅復興局住宅防災課

西岡武則さん

　阪神・淡路大震災から

１０年が経ちました。４５

万世帯の住宅が全半壊し

た大震災の教訓を生かし、

全国に先駆けて９月にス

タートしたのが「住宅再

建共済制度」です。住宅

再建には、貯蓄や地震保

険などによる「自助」、

公的支援による「公助」

だけでは不十分であり、将来の自然災害にみんな

で備える「共助」の安心システムが不可欠です。

この共済制度は、年間５０００円の負担で、半壊

以上の被害を受けた住宅再建に最高６００万円が

給付されます。

　どうか、多くの市民の皆さんにご加入いただき、

自然災害に備えていただきたいと思います。

　申込方法は、市役所や県民局、郵便局などにあ

る加入申込みに必要事項を書いて、郵送で申し込

んでください。

　加入相談などは、（財）県住宅再建共済基金

（1０７８・３６２・９４００）へ。

津波に備え防潮ゲートの閉鎖訓練

　南海地震による津波被害の備え、港や河川

に設置されている防潮ゲートの閉鎖訓練が９

月２７日行われました。

本店　洲本市宇山

店舗　島　内　　２０店

　　　神戸市　　 ５店

　　　明石市　　 １店

　　　西宮市　　 １店
理事長 瀧　川　好　美

道路や河川、農地などの
復旧工事の進捗状況は、次のとおりです。
◆公共土木 （９月３０日現在）

区　分

道　路

河　川

橋　梁

合　計

事業箇所数

　１７０

　　４５

　　１１

　２２６

設計書作成済
（入札含）数

　  １６０

　　  ４５

　　  　７

　  ２１２

進捗率 (     )

  94.11

100.00

  63.64

  93.80

パー
セント

◆農林土木 （９月３０日現在）

区　分

農　地

施設等

合　計

事業箇所数

　７１３

　６８９

　1,402

設計書作成済
（入札含）数

　  ６０４

　  ５６２

 １,１６６

進捗率(     )

   84.71

　81.56

　83.16

パー
セント

た
だ
し
十
九
日
は
土
曜
日
の
た
め
、十
一
月
二
十
一
日
（
月
）
を
期
限
と
し
ま
す

▼

６



洲本商工会議所女性会
一般公開講演会（入場無料）

◆と　き　１０月１９日（水）、午後１時３０分～
◆ところ　洲本市文化体育館　　
◆講　師　俳優　山口　崇氏
◆演　題　「昔話出逢いの旅」～伝えるもの　伝えられるもの～

７

夢あるくらしのパートナー

理 事 長 藤　　　勝 本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

第

九

演

奏

会

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

第

十

五

回

淡
路
島
女
子
駅
伝
競
走
大
会
に

ご

協

力

を

２
０
０
５
年
淡
路
青
年
の
家

う
ず
し
お
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

保
育
園
児
を
募
集
し
ま
す

11

月

21

日

〜

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者

募

集

第
八
回
日
本
た
ぬ
き
学
会
研
究
大
会

　
本
市
名
誉
市
民
で
、
南
画

の
最
高
峰
、
直
原
玉
青
さ
ん

（
大
阪
府
守
口
市
）
が
九
月

三
十
日
、
一
〇
一
歳
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
。

　
直
原
さ
ん
は
、
明
治
三
十

七
年
八
月
、
岡
山
県
に
生
ま

れ
、
二
歳
か
ら
十
六
歳
ま
で

洲
本
市
で
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
画
家
を
志
し
て
大

阪
美
術
学
校
な
ど
で
南
画
を

学
び
、
昭
和
三
十
五
年
、
日

本
南
画
院
の
創
立
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
七
年
か
ら
洲
本

市
名
誉
市
民
と
な
り
、
本
市

に
は
多
数
の
絵
画
が
寄
贈
さ

れ
て
お
り
、
市
立
文
化
史
料

館
で
一
部
を
常
設
展
示
し
て

い
ま
す
。

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

淡路文化史料館で襖絵「浜子鳥」を制作中の直原さん（昭和６０年）

　
「
災
害
か
ら
の
復
興
　
全
国

に
感
謝
の
響
き
を
♪
」
を
テ
ー

マ
に
、
十
二
月
四
日
に
洲
本
市

民
会
館
で
「
洲
本
『
第
九
』
演

奏
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
十
月
二
日
に
は
市
民
会
館
に

お
い
て
本
番
で
指
揮
を
務
め
る

神
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
音

楽
監
督
、
朝
比
奈
千
足
さ
ん
を

迎
え
て
特
別
練
習
を
行
い
ま
し

た
（
写
真
）
。

　
現
在
、
市
民
会
館
で
チ
ケ
ッ

ト
を
好
評
発
売
中
。

◆
公
演
日
　
十
二
月
四
日
a
、

　
午
後
六
時
（
開
場
午
後
五
時

　
半
）

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
民
会
館
ふ

　
れ
あ
い
ホ
ー
ル

◆
チ
ケ
ッ
ト
　
S
席
三
千
円
　

　
A
席
二
千
円
※
全
席
指
定
・

　
当
日
五
百
円
増

▼
詳
し
く
は
、
同
会
館
（
1
２

２
・
１
３
１
５
）
へ
。

◆
と
　
き
　
十
一
月
三
日
-
、

　
午
前
九
時
半
ス
タ
ー
ト

◆
コ
ー
ス
　
淡
路
市
「
し
づ
か

　
ホ
ー
ル
」
〜
南
あ
わ
じ
市
「
南

　
淡
公
民
館
」

◆
レ
ー
ス
当
日
、
コ
ー
ス
や
コ

　
ー
ス
周
辺
で
は
、
交
通
規
制

　
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協

　
力
お
願
い
し
ま
す
。

◆
と
　
き
　
十
一
月
五
日
g
、

　
午
後
五
時
〜
九
時
（
前
夜
祭
）
、

　
十
一
月
六
日
a
、
午
前
九
時

　
〜
午
後
三
時
（
入
場
無
料
）

◆
と
こ
ろ
　
国
立
淡
路
青
年
の

　
家

◆
内
　
容
　
▽
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ

　
ン
サ
ー
ト
（
洲
本
市
吹
奏
楽

　
団
ほ
か
）
▽
郷
土
芸
能
発
表

　
会
▽
島
内
各
学
校
書
道
・
美

　
術
作
品
展
　
▽
抽
選
会
　
▽

　
餅
つ
き
　
▽
は
ば
タ
ン
シ
ョ

　
ー
▽
恐
竜
の
化
石
展
示
な
ど

　
イ
ベ
ン
ト
　
▽
フ
リ
ー
マ
ー

　
ケ
ッ
ト
　
▽
浴
室
無
料
開
放

　
（
ボ
デ
ィ
ー
ソ
ー
プ
、
リ
ン

　
ス
イ
ン
シ
ャ
ン
プ
ー
有
り
。

　
タ
オ
ル
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

◆
と
　
き
　
十
一
月
六
日
a
、

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時

◆
と
こ
ろ
　
国
立
淡
路
青
年
の

　
家
つ
ど
い
の
広
場

◆
募
集
数
　
二
十
五
店
舗
（
一

　
店
舗
ス
ペ
ー
ス
二
・
五
 
×

　
二
・
五
 
）
先
着
順

◆
申
込
期
限
　
十
月
二
十
八
日

　
f

※
出
店
費
用
は
無
料

※
保
健
所
の
認
可
が
必
要
な
食

　
品
な
ど
は
販
売
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
国

立
淡
路
青
年
の
家
、
担
当
西
岡

（
1
０
７
９
９
・
５
５
・
２
６

９
５
）
へ
。

　
市
内
の
各
保
育
所
で
は
、
来

年
四
月
か
ら
入
所
を
希
望
す
る

園
児
の
募
集
を
十
一
月
二
十
一

日
か
ら
行
い
ま
す
。
詳
し
い
内

容
は
十
一
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
福
祉
課
（
1
２
２
・

３
３
３
２
）
へ
。

◆
と
　
き
　
十
月
二
十
九
日
g

　
午
後
二
時
〜
四
時
半

◆
と
こ
ろ
　
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ

　
ル
ビ
ル
み
く
ま
ホ
ー
ル

◆
内
　
容
　
▽
基
調
講
演
「
洲

　
本
八
狸
」
、
講
師
・
八
狸
委

　
員
会
委
員
長
酒
井
一
成
　
▽

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
柴
右
衛
門
狸
」
　
▽
郷
土

　
芸
能
披
露

◆
参
加
費
　
無
料

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
街
地
活

性
化
セ
ン
タ
ー
八
狸
委
員
会

（
1
２
２
・
２
５
７
１
）
へ
。

、



８

楽しくフラを
習ってみませんか
楽しくフラを
習ってみませんか

１１月７日（月）午後１時３０分開講
毎月２回　第１、第３月曜日　午後１時３０分～２時３０分
※第１・３日曜日クラスは定員となりました。
月謝　２０００円
ケ・アラスクールオブフラ　淡路教室
お問い合わせ　TEL・FAX　０７９９－２４－５７７７
　　　　　　　携帯　０９０－３０８８－６０７３（多田）

フラへの誘い PART II
２００５年１１月１３日（日）
文化体育館文化ホール
（しばえもん座）
開場　午後２時
開演　午後２時３０分
クーハイ・ハラウ・オ・ケアラ
淡路公演実行委員会

運 動 会運 動 会運 動 会
スポーツの秋、市内の幼稚園、小・中学校で運動会が
行われました。熱戦の様子を写真でご覧ください。
スポーツの秋、市内の幼稚園、小・中学校で運動会が
行われました。熱戦の様子を写真でご覧ください。



９

★現在、社会福祉法人などが運営主体となっている特別養護老人ホーム、訪問介護、通所介護（デイサービス）、短期入

　所生活介護（ショートステイ）の各サービスについては、法人などが利用者負担を軽減した場合、国や地方自治体がそ

　の費用の一部を公費で補う仕組みがあります。

★利用者負担第３段階のうち、所得の低い人がこの軽減の対象となるよう、対象者の年収要件を、現行の施設入所者４２万

　円・在宅利用者６０万円から、１５０万円に引き上げるなど、運用改善を行うこととなりました。

社会福祉法人による利用者負担軽減制度の見直しのポイント

１０月からの施設サービス費などの見直しに伴う低所得者などへの対策として、食費・居住費に係る負担限度額の

認定以外に、社会福祉法人による利用者負担軽減制度の運用改善を行います。

特別養護老人ホーム

への入所

短期入所生活介護

（ショートステイ）

通所介護

（デイサービス）

訪問介護

特別養護老人ホームたちばな苑

洲本特別養護老人ホームラガール

　　　　　　　　　　　　　など

特別養護老人ホームたちばな苑

洲本特別養護老人ホームラガール

　　　　　　　　　　　　　など 

デイサービスセンターやまて

デイサービスセンターうしお

ラガールデイサービスセンター

平成デイサービスセンター洲本

由良総合福祉センター

　　　　　　　　　　　　　など 

たちばなホームヘルプサービス

センター

洲本居宅サービス事業所ラガール

洲本市訪問介護事業所

　　　　　　　　　　　　　など

事業所サービスの種類

～警察の便利な相談窓口～被害相談窓口のご利用を！被害相談窓口のご利用を！
　兵庫県警察では、犯罪発生直後に被害者と直接接することから、犯人を早期に検挙することはもちろん、被害を
受けた人の精神的苦痛や「また被害に遭うかもしれない」という不安を少しでも和らげることができるよう、「被
害者の視点に立った、きめ細やかな支援活動」を推進しています。

被害者相談のごあんない
性犯罪被害１１０番
　レディースサポートライン

少年相談ヤングトーク

ヤミ金融・悪徳商法１１０番 
暴力１１０番ヤクザゼロ
ストーカー相談電話 

県警なんでも相談

被害者こころの電話

1０７８・３５１・０１１０

1０１２０・７８６・１０９
ＦＡＸ　０７８・３５１・７８２９
1０７８・３７１・９１１０
1０１２０・２０・８９３０
1０７８・３７１・７８３０
＃９１１０（プッシュ式電話・携帯電話・ＰＨＳ電話）
1０７８・３６１・２１１０
1０１２０・３３８・２７４

犯罪被害給付制度（除く交通事故）この制度は、殺人や傷害により重大な被害を受けた被害者、その遺族や
重い障害が残る被害者などに対して、国が給付金を支給し、その精神的、経済的打撃の緩和を図ろうとするもので
す。給付金を受けるには、遺族の範囲や順位、障害の程度、申請の期限などについては、細かく定められています。
　詳しくは、警察本部警務課被害者対策室（1０７８・３５１・７８２６、フリーダイヤル０１２０・３３８・２
７４）へ。

▼

◆対象者の要件　市民税世帯非課税者であって、次の

　要件の全てを満たす人のうち、その人の収入や世帯

　状況、利用料負担などを総合的に勘案し、生計が困

　難であるとして、市が認めた人。

　　

◆減額割合　減額割合は４分の１を原則とする。

（利用者負担第1段階の人は２分の１）

※減額対象となる費用は、右記のサービスの利用者負

　担（１割負担分）に加えて、食費と居住費（滞在費）

　も、軽減対象となります。

　詳しくは、洲本市健康福祉館内介護福祉課（1２２・

９３３３）へ。

▽
▽

▽
▽

▽

年間収入が単身世帯で１５０万円、世帯員が1人増

えるごとに５０万円を加算した額以下であること

預貯金などの額が単身世帯で３５０万円、世帯員

が１人増えるごとに１００万円を加算した額以下

であること

日常生活に供する資産以外に活用できる資産がな

いこと

負担能力のある親族などに扶養されていないこと

介護保険料を滞納していないこと

▼
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１０

平成１７年秋季全国火災予防運動
１１月９日（水）～１５日（火）１１月９日（水）～１５日（火）

　３つの習慣

○寝たばこは、絶対やめる。

○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用

　する。

○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消

　す。

　４つの対策

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置す

　る。

○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使

　用する。

○火災を小さいうちに消火するために、住宅用消火器

　などを設置する。

○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所

　の協力体制をつくる。

淡路広域消防事務組合

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

県営住宅への入居希望者で申込資格を有する人を募集し、兵庫県住宅供給公社へ推薦します。

◆募集期間・受付時間
◇募集期間　　１０月２４日（月）～１１月４日（金）
◇受付時間　　午前９時～午後５時まで
　（ただし、土・日・祝日は除きます。）
◆必要書類
　住民票または健康保険証（写）
　所得証明書
　その他必要な書類（直接お問い合わせください。）
◆申込書配布と受付場所　　　
　市役所都市整備部都市計画課
※申込資格、裁量階層世帯などの内容については、県営住宅入
　居案内書などをご覧下さい。
◆抽選について
◇と　き　　１１月３０日（水）、午前１０時３０分（時間厳守）
◇ところ　　洲本市民会館　第１会議室

　申込者が募集戸数を上回った場合は、公開抽選を行います。
　公開抽選では、当選人（被推薦人）と補欠者を決定します。
　補欠者となった人は、抽選日より１年以内に申込団地に空家
　が生じた場合に推薦いたします。
　申込者（代理人）は必ず出席してください。欠席の場合は棄
　権と、みなします。
　抽選に来られる際には、必ず「県営住宅入居申込受付票」を
　ご持参ください。
　詳しくは、市役所都市整備部都市計画課（1２２・３３２１
　内線２３７、３６３）へ。

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▼

◆申込資格（次のすべての項目に該当していることが必要
　です。）
　現に同居し、または同居しようとする親族のある人
　申込本人が兵庫県内に住んでいるか、または勤務場所を
　有している人
　現在、住宅に困っている人
　収入基準を満たす人【収入月額が200,000円以下
　（裁量階層世帯は268,000円以下）】
　連帯保証人のある人（１人）

▽
▽

▽
▽

▽

夫婦の別居、友人などの寄合世帯、他に扶養義務者のあ
る祖父母、親、兄弟、姉妹などを呼んで同居するなど不
自然な合体・分離をした世帯については、申し込むこと
はできません。

◆募集団地

　申込は１世帯１団地に限ります。　
　A団地のみ単身での申し込み可能です。
　家賃は収入、家族構成などにより異なります。　　
　敷金は家賃の３か月分です。

▽
▽

▽
▽
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２

２

３４

◆材料（４人分）

じゃがいも　　　　　　　４個

にんじん　　　　　　　１/２本

たまねぎ　　　　　　　　２個

合挽き肉　　　　　　１２０ 

絹さや　　　　　　　　１２枚

生姜　　　　　　　　　小１片

調整豆乳　　　　　　３００cc

鶏がらスープの素

　　　　　　　　　　小さじ１

しょうゆ　　　　　　大さじ１

油　　　　　　　　　大さじ２

砂糖　　　　　　　大さじ２/３

エネルギー　　２９８  

塩分　　　　　２．０ 

グラ
ム

グラ
ム

キ
　ロ

カロ
リー

１人分

洲本市いずみ会
「洲本市健康づくり教室」

団
地
名
宇
原
鉄
筋
A
宇
原
鉄
筋
B

建  設

年  度

昭  和

４７年

昭  和

４８年

募  集

戸  数

１

１

間取り

（専用面積）

3K（41.6

平方 　）

3DK（45.2

平方 　）

家賃

11,100

～

24,400

12,100

～

26,500

住所

宇原

755-1

棟-室番

号（階）

１号棟

５０５号室

（５階）

２号棟

４０３号室

（４階）

A

メー
トル

メー
トル



１１

１００ 洲本市立青雲中学校洲本市立青雲中学校

洲本市立安乎中学校洲本市立安乎中学校
　毎年恒例となっている安乎保・小・中の「合同運動会」が、９月１７日に盛大に開催されました。２学期早々、それぞ

れの園・学校では熱心に練習して、当日は天候にも恵まれ立派に演技することができました。本校生徒たちは、保育園児・

小学校児童のよき見本となるように、演技や係の仕事を精一杯がんばりました。中でも、ジェンカでは、保育所の子ども

を上手にリードして素晴らしい交流ができました。

　本校では、小規模校のいい面を十分に考慮して、学年の枠をこえた人間的なつながりを重視した教育を推進しています。

運動会でも男子は、組体操でそれぞれの責任・役割を果たすことの大切さを学びました。女子は、リズムダンスで３年生

がリーダーシップをとり全員の力で見事に完成させました。

　この運動会で学んだことを、２・３学期の学校生活に生かしてくれると期待しています。

「デモンストレーション」 「ジェンカ」

夏休み期間中に本館東側の校舎耐震工事・大規模改修工事が終了しました。非常に明るく、美しい教室ばかりです。

　改修された新校舎の印象は『明るい！』ということです。前の校舎は、玄関ロビーや教室が暗かっ

たのですが、今はとても明るい雰囲気になっています。こうして美しく生まれ変わった校舎を僕たち

生徒一人一人が綺麗に保っていかなければと思っています。　  　　　　　　 　生徒会長：赤松崇志

新しい机が眩しい理科室

耐震ブレースが入った教室

改修前：玄関ロビー

改修後：明るい玄関ロビー

工事が始まった校舎東側

完成した校舎東側

TEL 26-1133

淡路ごちそう館 （みけつくに）御食国
☆御食国の行楽弁当（持帰り専用）☆

私たちの住む淡路島の特産品を全
国へ宅配します。
いろいろ選んで詰め合わせる
「うまいもん」ギフトが好評!

季節の食材を活かした特製のお弁当です。
各種会合、運動会、イベントなど様々な行
事に少人数からでもご利用いただけます。

＜定休日＞　第二、第三の水曜日
貸切等の事情により上記定休日以外でも一般営業をお休みする場合がございます。

1,500円税込よりご予算に応じてお献立。
※　ご注文は前日までにお願いいたします。



写真 ニュース

スポーツの秋　実を結ぶ

多彩な催し　洲本市農業祭に賑わい

　洲本Ｍ．Ｃ．チームが、９月２５日高砂市総合体育館で開催された第２１回兵庫

県連合婦人会家庭バレーボール大会で優勝し、９月２６日市役所に報告に訪れま

した。また、第６０回国民体育大会夏季大会で、打越雅美さんが水泳女子２００ 

個人メドレーで第８位に、駒野祐輝さんと松浦健二郎さんが男子サッカーで４位

入賞し、同じく報告に訪れました。

仲津子供会が
サツマイモの収穫を体験

　仲津子供会が９月２５日春に苗植

えをしたサツマイモの収穫を行いま

した。親子およそ７０人が参加し、掘

った芋を持ち帰りました。

　洲本市農業祭・共進会が９月１０日アグリ

公園で開催されました。和牛と乳牛の共進会

のほかに、青空市や園芸用堆肥の無料配布に

大勢の人でにぎわいました。また、子どもたち

に大人気の小動物とのふれあいコーナーやか

かしの展示コーナーも設けられました。

地域の福祉、みんなで参加 
赤い羽根共同募金にご協力を

　今年の赤い羽根共同募金運動が、１０月1

日から展開され、市内各地でも募金が呼び

かけられました。集まった募金は、ボランテ

ィア活動の支援をはじめとして民間の社会

福祉事業の推進のために役立てられます。

不審者が侵入したら…

　洲浜中学校で１０月３日、校内に不審

者が侵入したという想定で防犯訓練が

行われました。教職員は本番さながらに

不審者を撃退、警察へ通報するとともに、

生徒たちは体育館へ避難しました。

三熊山で萩の花が見ごろ

　農業委員会が姉妹都市提携を

している富田林市から贈られた

三熊山ドライブウェーの萩が見

ごろをむかえています。

１２

メー
トル



社協の
つどい

開催

　赤い
羽根共

同募金
と社協

の活動
を知

っても
らうた

めのイ
ベント

「第１
１回

社協の
つどい

」が１
０月２

日福祉
会館

で開催
されま

した。
フリー

マーケ
ット

や模擬
店、子

どもお
茶会の

他、今
回は防

災コー
ナーも

設けら
れ、非

常食の
炊き

出しや
防災グ

ッズの
展示も

行われ
ました

。

おもいやり　人に車に　この街に　交通安全ポスター優秀作品を展示

　９月２１日から３０日までの秋の全国交通安全週間中、
市内のショッピングセンターで交通安全ポスターの優秀
作品が展示されました。応募総数２４８９点の中から選ば
れた特選者は、次の皆さんです。

長寿をお祝い　いつまでもお元気で

　９月の高齢者保健福祉月間にあわせて、１５日洲本市老人クラブ

連合会の会員およそ２００人により三熊山で清掃奉仕が行われまし

た。また、「敬老の日」の９月１９日、午前に由良小学校、午後から市民

会館で敬老会が行われました。市民会館では、９０歳以上の高齢者を

代表して、谷とよさんに記念品が贈呈されました。その後、市老人ク

ラブ連合会のメンバーによる歌や民舞が披露されました。

　小学校１年　シモンズ　舞輝（第三）・高尾　真由（第三）

　小学校２年　犬持　智（加茂）・濱田　あや（由良）

　小学校３年　中川　優香（第三）・栢本　茉弥（加茂）

　小学校４年　神野　有香（第一）・中谷　知矢（中川原）

　小学校５年　山口　葉亜奈（第三）・冨田　翔平（大野）

　小学校６年　薩摩　隼（第三）・中尾　友哉（大野）

　中学校１年　長手　真希（洲浜）・斉藤　亜弥（青雲）

　中学校２年　大村　崇（由良）・西岡田　汐里（由良）

　中学校３年　村尾　智子（洲浜）・寺岡　弥希（青雲）

（カッコ内は学校名・敬称略）

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽

受付  １１月１４日（月）～１８日（金）受付  １１月１４日（月）～１８日（金）
（受付時間　午前９時～午後５時）

（注）５歳児の募集人数については、９月末現在の在園児を
　　除いた数です。入退園により多少変動します。

幼稚園名

洲本
第一 
第三 
加茂 
大野

定員

　６５
　６５
　６５
　６５
１３０

募集人員
５歳児
１２
１７
　８
２０
２２

４歳児
３０
３０
３０
３０
６０

　　　　所在地・電話番号

山手二丁目１－７　　1２２・１２１２ 
宇山一丁目１－３７　1２４・１０３７ 
物部一丁目１－４９　1２２・２１８３
下内膳４７７－１　　1２２・９２４４
大野３１８　　　　  1２２・３５４０

　洲本市在住で、来年４月から市立幼稚園に入園を希望す
る幼児を募集します。なお、洲本幼稚園において３歳児単独
保育を実施します。
◆年　齢
　　５歳児  平成１２年４月２日から１３年４月１日まで
　　　　　　の出生児
　　４歳児  平成１３年４月２日から１４年４月１日まで
　　　　　　の出生児
　　３歳児  平成１４年４月２日から１５年４月１日まで
　　　　　　の出生児
◆手続き（願書は各園で用意しています）
　　入園を希望する幼稚園で入園願書を受け取り、必要事
　項を記入してその幼稚園に提出してください。　　願書
　提出は、本人同伴でお願いします。　　園児１人に対し、
　複数の幼稚園に願書を提出することはできません。　　
　　希望者が募集人員を超えた場合は「洲本市幼稚園の管
　理及び運営に関する規則第１９条」に従い、抽選とします。
※入園を願い出た者の数が定数を超過した場合は、次の各
　号に該当する者のうちから選抜し許可する。この場合に
　おける選抜の方法及び基準は園長が定める。

　保護者と同居しているもの
　完全容易に通園できるもの
　教育に耐える程度に健康であるもの
◆願書の配布　１０月１８日（火）（予定）
◆抽選日　１１月２２日（火）午後３時～（予定）（該当する
　園にて）
◆入園料　６，０００円
◆保育料　６，０００円（月額）（入園料・保育料はいずれも
　１７年度現在の金額です。変更もあります。）
　３歳児について洲本幼稚園で２０人募集します。
　詳しくは、各幼稚園か市教育委員会学校教育課（1２２・
３３２１内線３７２）へ。

▼

▽
▽

▽
▽

▽

▽

▽

▽
▽

▽
▽
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洲
本
市
果
樹
協
会
で
は
、
今

年
も
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

物
部
の
農
園
で
「
み
か
ん
の
木

の
オ
ー
ナ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

消
費
者
と
生
産
者
の
交
流
を
深

め
る
の
が
目
的
で
、
申
し
込
み

で
き
る
の
は
一
家
族
に
つ
き
一

通
。
一
本
に
つ
き
オ
ー
ナ
ー
料

三
、
五
〇
〇
円
で
二
〇
 
以
上

の
収
穫
が
見
込
め
、
収
穫
ま
で

は
園
主
が
管
理
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法
　
は
が
き
に
住
所
・

　
氏
名
・
電
話
番
号
と
「
み
か

　
ん
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
希
望
」

　
と
書
い
て
、
〒
６
５
６
・
８

　
６
８
６
　
洲
本
市
役
所
農
政

　
課
内
　
洲
本
市
果
樹
協
会
事

　
務
局
ま
で
。

◆
締
切
　
十
月
二
十
六
日
d
　

　
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

　
抽
選
と
な
り
ま
す
。
）

▼
詳
し
く
は
、
同
事
務
局
（
市

役
所
産
業
振
興
部
農
政
課
内
1

２
２
・
３
３
２
１
内
線
２
４
３
）

へ
。

◆
と
　
き
　
十
一
月
二
十
三
日

　
d

・
-
、
午
前
九
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
実
業
高
校

◆
費
　
用
　
千
円
程
度
（
テ
キ

　
ス
ト
代
な
ど
）

◆
申
　
込
　
申
込
用
紙
（
洲
本

　
実
業
高
校
と
市
役
所
に
設
置
）

　
か
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
２
２
・
２
５
８
３
）
・
電
子

　
メ
ー
ル
（sum

oto-ihs@
hyo

　go-c.ed.jp

）
で
申
し
込
ん
で

　
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
実
業
高
校

（
1
２
２
・
１
２
４
０
）
へ
。

　
コ
モ
ー
ド
56
商
店
街
で
洲
本

実
業
高
校
の
生
徒
が
、
指
導
を

し
ま
す
。

◆
と
　
き
　
▽
十
月
三
十
一
日

　
b
、
十
一
月
七
日
b
、
十
四

　
日
b
　
▽
十
一
月
二
十
一
日

　
b
、
二
十
八
日
b
、
十
二
月

　
五
日
b
、
午
後
一
時
二
十
五

　
分
〜
二
時
四
十
五
分

◆
と
こ
ろ
　
プ
ラ
チ
ナ
プ
ラ
ザ
、

　
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ

▼
申
込
み
な
な
ど
詳
し
く
は
、

コ
モ
ー
ド
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ

事
務
所
（
1
２
２
・
８
２
５
３
）

へ
。

　
心
臓
が
ド
キ
ド
キ
し
た
り
、

胸
が
苦
し
く
な
っ
た
り
、
動
く

と
息
切
れ
を
し
た
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
と
き
に
疑

う
病
気
の
一
つ
に
「
心
房
細
動
」

と
い
う
不
整
脈
が
あ
り
ま
す
。

心
臓
は
、
洞
結
節
と
呼
ば
れ
る

場
所
か
ら
発
せ
ら
れ
た
電
気
刺

激
が
心
房
、
心
室
の
順
に
伝
わ

る
こ
と
で
、
規
則
正
し
く
拍
動

し
て
い
ま
す
。
心
房
細
動
で
は
、

洞
結
節
の
統
制
が
効
か
な
く
な

り
、
心
房
が
無
秩
序
に
振
え
る

よ
う
に
動
き
、
そ
こ
で
作
ら
れ

た
一
分
間
に
数
百
回
の
不
規
則

な
電
気
刺
激
の
一
部
が
心
室
に

伝
わ
り
ま
す
。
心
房
細
動
は
、

数
日
以
内
に
自
然
に
止
ま
る
「
発

作
性
」
と
、
自
然
に
は
止
ま
ら

な
い
か
治
療
し
て
も
止
ま
ら
な

い
「
持
続
性
」
に
分
け
ら
れ
ま

す
。

　
心
房
細
動
に
よ
る
好
ま
し
く

な
い
病
態
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
心
不
全
で
、
心
房
か

ら
心
室
へ
の
電
気
刺
激
の
通
過

が
多
く
、
頻
脈
に
な
り
全
身
に

必
要
な
血
液
量
が
得
ら
れ
な
い

状
態
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
血

栓
塞
栓
症
で
、
心
房
で
血
液
の

固
ま
り
（
血
栓
）
が
で
き
て
全

身
に
運
ば
れ
血
管
を
詰
め
て
し

ま
い
ま
す
。
特
に
脳
の
血
管
を

詰
め
る
と
脳
梗
塞
を
起
こ
し
、

麻
痺
や
失
語
症
あ
る
い
は
死
亡

に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
治
療
と
し
て
、
　
抗
不
整
脈

薬
や
電
気
シ
ョ
ッ
ク
で
、
心
房

細
動
を
止
め
て
正
常
な
心
拍
に

す
る
（
除
細
動
）
、
　
主
に
抗

不
整
脈
薬
（
一
部
に
カ
テ
ー
テ

ル
焼
杓
術
や
手
術
）
を
使
っ
た

心
房
細
動
の
再
発
予
防
、
　
ベ

ー
タ
遮
断
薬
や
ジ
ギ
タ
リ
ス
製

剤
を
使
っ
て
、
心
房
細
動
の
ま

ま
心
不
全
に
な
ら
な
い
よ
う
に

心
拍
数
を
適
切
に
す
る
、
　
血

栓
症
の
予
防
の
た
め
、
血
液
を

固
ま
り
に
く
く
す
る
薬
（
ワ
ル

フ
ァ
リ
ン
）
を
使
う
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン

は
、
効
果
と
副
作
用
の
出
血
の

危
険
性
を
血
液
検
査
で
確
認
し

て
薬
の
量
を
調
節
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
持
続
性
心
房
細
動

や
繰
り
返
す
発
作
性
心
房
細
動

で
は
　
と
　
の
治
療
が
大
切
で

す
。

　
心
房
細
動
の
背
景
と
し
て
、

弁
膜
症
、
心
筋
梗
塞
、
高
血
圧

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
年
齢
も

大
き
な
要
因
で
す
。
七
十
五
歳

を
超
え
る
と
十
人
に
一
人
は
心

房
細
動
を
持
っ
て
お
り
、
高
齢

化
社
会
と
な
っ
た
現
在
で
は
、

心
房
細
動
を
克
服
す
る
こ
と
が

大
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１４

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し

て
い
ま
す
。

写真の人に出合ったら、
広報にのっていたねと、
ひと声かけてね。

新
鮮
な
も
ぎ
た
て

み
か
ん
は
い
か
が
？

み
か
ん
の
木
の
オ
ー
ナ
ー

洲
本
実
業
高
校

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生

パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
生

小出内科クリニック

小出　昌伸医師

心
房
細
動
は
身
近
な
不
整
脈

募

集

１
２

３４

３

４

キ　
ロ



１５

◆
と
　
き
　
十
月
二
十
八
日
f

　
午
前
の
部
十
時
〜
正
午
、
午

　
後
の
部
一
時
半
〜
三
時
半

◆
と
こ
ろ
　
▽
講
習
　
市
民
交

　
流
セ
ン
タ
ー
　
▽
実
技
　
市

　
民
球
場
駐
車
場
※
雨
天
時
は
、

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
講

　
習
の
み
で
す
。

◆
定
　
員
　
各
二
十
組

◆
受
講
資
格
　
▽
飼
い
犬
は
概

　
ね
生
後
四
か
月
か
ら
一
才
齢

　
▽
登
録
済
み
で
、
狂
犬
病
予

　
防
注
射
と
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
五

　
ま
た
は
七
種
）
を
接
種
済
み

　
で
あ
る
こ
と

◆
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
洲

本
健
康
福
祉
事
務
所
薬
務
生
活

衛
生
課
（
1
２
６
・
２
０
６
８
）

へ
。

　
洲
本
実
業
高
校
商
業
科
生
徒

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
日
商

簿
記
二
級
の
勉
強
会
を
開
催
し

ま
す
。

◆
と
　
き
　
十
月
二
十
九
日
g
、

　
十
一
月
五
日
g
、
十
二
日
g
、

　
十
九
日
g

（
全
四
回
）
、
午

　
後
一
時
〜
四
時

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
実
業
高
校
Ｂ

　
棟

◆
対
象
者
　
平
成
十
七
年
十
一

　
月
二
十
日
に
日
商
簿
記
二
級

　
を
受
験
す
る
人
で
、
受
験
経

　
験
者
。

◆
費
　
用
　
五
百
円
（
印
刷
代

　
な
ど
）

◆
申
込
締
切
　
十
月
二
十
八
日

　
f

▼
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
洲

本
実
業
高
校
商
業
科
土
井
（
1

２
２
・
１
２
４
０
）
へ
。

◆
と
　
き
　
十
二
月
四
日
a
、

　
午
後
一
時
〜
四
時
半

◆
と
こ
ろ
　
市
民
広
場

◆
出
店
料
　
無
料

◆
区
画
料
　
五
十
区
画

◆
申
込
締
切
　
十
一
月
二
十
二

　
日
c
　

　
ま
た
、
「
光
の
街
・
洲
本
」

開
催
中
、
コ
モ
ー
ド
５
６
プ
ラ

チ
ナ
プ
ラ
ザ
で
展
示
す
る
ポ
ス

タ
ー
・
俳
句
を
募
集
し
ま
す
。

◆
展
示
期
間
　
十
二
月
十
一
日

　
a

〜
平
成
十
八
年
一
月
八
日

　
a

◆
応
募
締
切
　
十
月
二
十
五
日

　
c

◆
テ
ー
マ
　
ぴ
か
ぴ
か
に
な
っ

　
た
洲
本
の
街
（
空
想
）

◆
対
　
象
　
小
・
中
学
生

◆
応
募
方
法
　
作
品
を
洲
本
商

　
工
会
議
所
青
年
部
事
務
局
へ

　
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
テ
ー
マ
　
「
光
」
（
光
か
ら

　
想
像
で
き
る
言
葉
な
ど
）

◆
応
募
方
法
　
郵
便
は
が
き
・

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
住
所
、
氏

　
名
、
電
話
番
号
、
「
光
の
街
・

　
洲
本
」
へ
の
感
想
、
俳
句
を

　
記
入
の
上
、
同
事
務
局
へ
お

　
送
り
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
同

事
務
局
（
〒
６
５
６
・
０
０
２

５
本
町
三
　
三
　
二
十
五
1
２

２
・
２
５
７
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
４
・

１
５
５
０
）
へ
。

わが家の　ホ ー プ

母：和佳子さん（本町）

鯛　桃佳 ちゃん　（平成１６年３月１８日生まれ）
ももか

犬
の
し
つ
け
方
教
室
受
講
生

日
商
簿
記
二
級
勉
強
会

参

加

者

光
の
街
・
洲
本

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

光
の
街
・
洲
本
ポ
ス
タ
ー

光

の

俳

句

１０月２７日（木）（第４木曜日）
午前７時～正午

今月の納税今月の納税今月の納税今月の納税今月の納税
◆市民税県民税（普通徴収）　　　　　第３期
◆国民健康保険税　　　　　　　          第３期
◆介護保険料（普通徴収）　　　　　  第３期

納期  １０月３１日（月）
納税は、便利、安全、確実な口座振替をご利用ください。
　　　　　　　　市役所総務部税務課

　詳しくは、市役所市民生活部
環境整備課（1２２・３３２１内線３４３）へ。

▼

◆この最低賃金は、兵庫県内の事業場で使用される、
　パート、アルバイトなどを含めたすべての労働者に
　適用されます。なお、産業別最低賃金は、これより
　高い金額が適用されますのでご注意ください。
　詳しくは、兵庫労働局労働基準部賃金課（1０７８・
３６７・９１５４）か、淡路労働基準監督署（1２２・
２５９１）へ。

▼

お祭り大好きおてんば娘！のびのびと健やかに育ってね。

　選挙管理委員会では、選挙人名簿の中から検察審査会の
審査員候補者を選定するため、くじで選ばれて候補者の予
定者となった人に職業などの調査をさせていただいていま
す。
　１０月下旬に郵便によりお問い合わせいたしますので、
調査にご協力をお願いします。
　詳しくは、洲本市選挙管理委員会（1２２・１３１４）
か、洲本検察審査会（1２２・３０２４）へ。

▼

秦　大猷　ふるさと淡路島　古稀書展秦　大猷　ふるさと淡路島　古稀書展秦　大猷　ふるさと淡路島　古稀書展秦　大猷　ふるさと淡路島　古稀書展
併催　桑原翠邦生誕百年記念書展

◆と　き　１０月２０日（木）～２３日（日）　午前１０時～午後７時
◆ところ　洲本市文化体育館
　詳しくは、秦大猷書展実行委員会（電話２４・００３０）へ。▼

私たちの街は私たちの手で美しく
１１月１３日（日）は全島一斉清掃の日

　（１１月の第２日曜日）

－
－



１６

情報広場

　
一
定
面
積
の
土
地
取
引
を
し

た
場
合
、
権
利
取
得
者
は
契
約

か
ら
二
週
間
以
内
に
市
を
経
由

し
て
兵
庫
県
知
事
に
届
出
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
個
別
の
取

引
面
積
は
小
さ
く
て
も
合
計
す

る
と
五
千
平
方
 
以
上
と
な
る

場
合
も
届
出
が
必
要
で
す
。
（
国

土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
出

制
度
）

◆
届
出
が
必
要
な
面
積
　
都
市

　
計
画
区
域
（
洲
本
市
全
域
）

　
五
千
平
方
 
以
上

▼
ご
相
談
な
ど
詳
し
く
は
、
兵

庫
県
土
地
対
策
室
（
1
０
７
８
・

３
４
１
・
７
７
１
１
〈
代
表
〉
）

か
、
市
役
所
都
市
整
備
部
都
市

計
画
課
（
1
２
２
・
３
３
２
１

内
線
２
３
７
）
へ
。

　
土
地
の
先
買
い
制
度
と
は
、

県
や
市
町
な
ど
が
都
市
の
健
全

な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
促

進
す
る
た
め
に
、
公
有
地
の
拡

大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
公

拡
法
）
に
よ
り
、
必
要
な
土
地

を
計
画
的
に
取
得
す
る
制
度
の

こ
と
で
す
。

　
土
地
を
有
償
譲
渡
す
る
場
合

に
は
、
当
該
土
地
の
所
在
す
る

市
町
を
経
由
し
て
県
知
事
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚

偽
の
届
出
を
し
た
場
合
、
罰
則

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
）

届

出

は

土

地

を

譲
渡
し
よ
う
と
す
る
日
の

三

週

間

前

ま

で

に

！！

◆
届
出
が
必
要
な
面
積
　
▽
都

　
市
計
画
区
域
内
の
都
市
計
画

　
施
設
の
区
域
内
な
ど
の
土
地

　
二
百
平
方
 
以
上
　
▽
都
市

　
計
画
区
域
（
洲
本
市
全
域
）

　
一
万
平
方
 
以
上

　
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
な
ど

　
に
対
し
て
、
土
地
の
買
取
り

　
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、

　
申
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
申
出
が
で
き
る
面
積
　
都
市

　
計
画
区
域
（
洲
本
市
全
域
）

　
二
百
平
方
 
以
上

▼
ご
相
談
な
ど
詳
し
く
は
、
兵

庫
県
土
地
対
策
室
（
1
０
７
８
・

３
４
１
・
７
７
１
１
〈
代
表
〉
）

か
、
市
役
所
都
市
整
備
部
都
市

計
画
課
（
1
２
２
・
３
３
２
１

内
線
２
３
７
）
へ
。

　
こ
の
事
業
は
、
わ
が
家
の
安

全
性
を
確
認
す
る
た
め
一
部
負

担
に
よ
り
、
簡
易
耐
震
診
断
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
対
　
象
　
昭
和
五
十
六
年
五

　
月
三
十
一
日
以
前
に
着
工
し

　
た
住
宅
（
但
し
、
平
成
十
二

　
年
〜
十
四
年
度
に
実
施
し
た

　
「
わ
が
家
の
耐
震
診
断
推
進

　
事
業
」
を
受
け
た
物
件
は
対

　
象
外
で
す
。
）

◆
個
人
負
担
額
　
木
造
戸
建
住

　
宅
の
場
合
三
千
円
（
構
造
な

　
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

◆
申
し
込
み
方
法
　
市
役
所
都

　
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
あ

　
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　
入
の
う
え
、
申
込
み
し
て
く

　
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

市
役
所
都
市
整
備
部
都
市
計
画

課
（
1
２
２
・
３
３
２
１
内
線

３
６
３
、
２
３
５
）
か
、
制
度

全
般
に
つ
い
て
は
兵
庫
県
住
宅

防
災
課
（
1
０
７
８
・
３
６
２

・
４
３
４
０
）
へ
。

　
こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で

働
く
人
の
た
め
に
、
「
中
小
企

業
退
職
金
共
済
法
」
と
い
う
法

律
に
よ
り
国
が
作
っ
た
退
職
金

制
度
で
す
。

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
現
場

で
働
く
労
働
者
の
共
済
手
帳
に

働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と

な
る
共
済
証
紙
を
貼
り
、
そ
の

労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ

と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か

ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金

制
度
で
す
。

◆
加
入
で
き
る
事
業
主
　
建
設

　
業
を
営
む
人

◆
対
象
と
な
る
労
働
者
　
建
設

　
業
の
現
場
で
働
く
人

◆
掛
　
金
　
日
額
三
百
十
円

▼
詳
し
く
は
、
Ｈ
Ｐ
 http://

w
w
w
.k
en
taik
y
o.taisy

ok
u
k
i

n.go.jp/

か
、
建
退
共
兵
庫
支
部

（
1
０
７
８
・
９
９
７
・
２
３

３
３
）
へ
。

　
兵
庫
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
、
職
場
で
の
セ
ク
シ

ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト

ー
カ
ー
な
ど
で
困
っ
て
い
る
女

性
の
た
め
に
、
弁
護
士
や
女
性

の
人
権
擁
護
委
員
が
電
話
相
談

に
応
じ
ま
す
。

◆
と
　
き
　
十
一
月
二
十
日
a
、

　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

◆
相
談
電
話
番
号
　
０
７
８
・

　
３
９
３
・
０
３
３
９

◆
相
談
料
　
無
料

▼
詳
し
く
は
、
神
戸
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課
（
1
０
７
８
・

３
９
２
・
１
８
２
１
内
線
３
４

５
）
へ
。

土
地
の
先
買
い
制
度
と
は
…

土
地
取
引
の
届
出
を

お
忘
れ
な
く
！

簡
易
耐
震
診
断
推
進
事
業
の

申
込
受
付
が
十
月
中
旬
か
ら

始

ま

り

ま

す

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建

退

共

制

度

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
開
設

　１１月８日の「いい歯の日」にちなんで、洲本市民の
歯や口の健康づくりを目的に開催します。
◆と　き　１１月５日（土）、午後１時～４時
◆ところ　洲本市健康福祉館
◆内　容　　歯科健診　　歯科相談　　咬合圧測定　　
　　フッ素塗布（先着６０人）など
※参加費は無料で、参加者には粗品の進呈があります。
　詳しくは、洲本市歯科医師会（1２２・０７６３）へ。▼

▽ ▽ ▽

▽

　兵庫県と共に進めていました都市計画道路網の見直し方
向の案を平成１７年１１月１日（火）から公表します。詳
しくは、広報すもと１１月号などをご覧ください。
　詳しくは、市役所都市整備部都市計画課（1２２・３３
２１内線２３６、２３７）へ。

▼

　見学は自由、最新の福祉の案内と説明をさせて頂きます。
また、島内に勤務している理学療法士のリハビリ相談会も
行います。

◆と　き　１１月５日（土）　午前１０時～午後3時
◆ところ　関西総合リハビリテーション専門学校　３F　
　機能訓練室
◆出展物　車椅子、ベッド、床ずれ予防、
　シルバーカー・歩行補助車、入浴補助・
　排泄関連商品、靴、手すり、リフト
◆主　催　NPO淡路自立サポートクラブ、

　社団法人兵庫県理学療法士協会東播磨・
　淡路ブロック
※同時開催：関西総合リハビリテーショ
　ン専門学校学園祭
　詳しくは、NPO淡路自立サポートクラ
ブ戸田（1２６・０６５８）へ。

▼

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル



１７

２８２

写真
文

堀　田　　　久
（淡路昆虫研究会会長）

　
ベ
ッ
コ
ウ
バ
チ
の
仲
間
は
、

ク
モ
類
を
捕
ら
え
て
幼
虫
の
餌

に
す
る
『
狩
り
う
ど
バ
チ
』
で

す
。
フ
タ
モ
ン
ベ
ッ
コ
ウ
の
成

虫
は
、
七
月
か
ら
十
月
頃
ま
で

見
ら
れ
、
体
は
黒
色
、
羽
は
暗

褐
色
に
紫
色
の
光
沢
が
あ
り
ま

す
。
雌
の
体
長
は
二
十
五
 
前

後
、
雄
は
二
十
 
前
後
で
す
。

　
雌
バ
チ
は
土
中
に
巣
を
作
り
、

オ
ニ
グ
モ
を
お
そ
っ
て
毒
針
で

ま
ひ
さ
せ
、
動
け
な
い
状
態
に

し
ま
す
。
そ
の
ク
モ
を
巣
に
運

び
、
体
の
上
に
卵
を
産
み
つ
け

て
、
巣
の
入
り
口
を
ふ
せ
ぎ
ま

す
。
ハ
チ
の
幼
虫
は
ク
モ
を
食

べ
て
成
長
す
る
の
で
す
が
、
運

動
神
経
が
ま
ひ
し
た
ク
モ
は
、

ハ
チ
の
幼
虫
が
さ
な
ぎ
に
な
る

ま
で
生
き
て
い
る
の
で
す
。

　
フ
タ
モ
ン
ベ
ッ
コ
ウ
は
、
本

州
、
四
国
、
九
州
に
分
布
す
る

普
通
種
で
す
。
淡
路
島
で
も
各

地
で
見
ら
れ
ま
す
。

フタモンベッコウの雌

フ
タ
モ
ン
ベ
ッ
コ
ウ

ミ
　
　
リ

ミ　リ

◆と　き　１０月３０日（日）、開演午後１時～午後５時（開

　場午後１２時３０分）

◆ところ　洲本市文化体育館文化ホール「しばえもん座」

◆出演団体　洲文協加盟の舞台関係２３団体、五色町文化協会

　の２団体

　詳しくは、洲本市文化団体連絡協議会（市教育委員会社会教

育課内1２２・３３２１内線３６７）へ。
▼

　吹付けアスベストなどが含まれている建築物の解体・改修工

事を行うときは、アスベストの飛散を防止するため、大気汚染

防止法や環境の保全と創造に関する条例（以下「条例など」と

いう。）に基づき、事業者（解体業者）は、所管行政機関への

届出を行うとともに、条例などに決められた作業基準などに従

って工事を施工しなければなりません。

　平成１７年１０月１日からは、より確実にアスベストの飛散

を防止するため、条例などに基づき届出が行われている解体・

改修作業には、縦３５ 以上、横４０ 以上の次の要件を満た

す標識を掲示することが義務付けられました。

　なお、標識が掲示されていない解体・改修工事現場で、吹付

けアスベストなどを含む建築物の解体などが行われていると懸

念される場合は、お問い合わせください。

　詳しくは、淡路県民局環境課（1２６・２０７２）へ。▼

◆と　き　１０月２２日（土）、

　午後１時３０分～４時

◆ところ　洲本市文化体育館文化ホール「しばえも

　ん座」

※ファックス（ＦＡＸ２３・０７１８）での申込み

　が必要です。

第１部　基調講演「子育ては地域ぐるみで！」

　　　　◆講　師　兵庫県理事　清原　桂子さん

第２部　パネルディスカッション「若者たちと共に

　　　　創る淡路島」

　　　　３市１町の首長と島内高校生が語る

　詳しくは、国際ソロプチミスト淡路担当森（1２２・

９１１６）へ。

▼

労働保険の加入手続きはお済みですか？
　労働保険とは労災保険と雇用保険を総称したもので、

労働者を一人でも雇用した場合は、その事業主は加入

して保険料の申告・納付をすることが義務付けられて

います。

　詳しくは、淡路労働基準監督署（1２２・２５９１）

か、洲本公共職業安定所（1２２・０６２０）へ。

▼

事業主の皆さん

（標識の例）

建築物の解体・改修工事のお知らせ
環境の保全と創造に関する条例に基づく基準に従い、石綿等粉じんの排

出・飛散防止措置を講じて施工しています

届出年月日 平成○年

○月○日

届出先

（ＴＥＬ）

○○県民局環境課

（○○○‐○○○‐○○○○）

商号、名称又は氏名 ○○株式会社

法人である場合の代

表者の氏名

代表取締役社長

　　　○○　○○

作業期間及び作業内

容

平成○○年○○月○○日～平成○○年○○月○○日

（除去作業、封じ込め作業、囲い込み作業）

石綿粉じんの大気中

への排出・飛散防止

措置の概要

（例）

作業場所の隔離、湿潤措置、換気措置

連絡先 ＴＥＬ　○○○‐○○○‐○○○○

　　　　　　現場責任者　　○○　○○

セン
チ

セン
チ

大阪湾海上センターでは１１月３日（木・文化の日）に一般公開を行います。

　詳しくは同センター（1０７９９・８２・３０５０）へ。▼



市民交流センター　市民交流センター　市民交流センター　市民交流センター　市民交流センター　 電話.　２４・４４５０　　ケーブル有
FAX.　２４・４４５２

趣味の作品展趣味の作品展趣味の作品展

《 新着本紹介 》
｢復刊ドットコム奮戦記｣

　左田野渉／著　築地書館

｢14歳の法律相談所｣

　野田和寿／著　星野茂／監修

　新風舎

｢マナー以前の仕事の道徳｣

　白沢節子／著　青春出版社

｢暮らしに生かす旧暦ノート｣

　鈴木充広／著　河出書房新社

｢大人の脳の鍛え方｣

　久恒辰博／著　ベストセラーズ

｢ここが危ない！アスベスト｣

　アスベスト根絶ネットワーク／著

　緑風出版

｢下ごしらえ便利辞典｣

　成瀬宇平／著　柴田書店

｢浮世絵再発見｣

　内藤正人／著　小学館

｢EQを高める言葉の遊び｣

　井上浩子・涌井貞美／著　グラフ社

｢恋バナ　青、赤｣

　Yoshi／著　スターツ出版

《 行事のお知らせ 》
「いっしょにおはなしかい」

（０～３歳児対象）

　１1月２日(水) 午前１１時から

「おはなし会」（３～６歳児対象）

　１1月１２日(土) 午後２時から

「もっとおはなし会」（小学生対象）

　１1月１２日(土) 午後２時３０分から

「おりがみ教室」

　１1月５日(土) 午後２時から

「つくってあそぼう！」

　１1月２０日(土) 午後２時から

※「おりがみ教室」、「つくってあそ
　ぼう！」は定員４０人。参加申込は
　前日まで。

１８

お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ

◆と　き　　１１月４日(金)～１１月６日(日)

　　　　　　午前９時～午後６時まで（最終日は午後４時まで）

◆ところ　　市民交流センター　1階会議室、ロビー

◆内　容　　生け花、水墨画、書道、おし花、ちぎり絵、陶芸、籐手芸、

　　　　　　洋画、セントポーリア、ガーデニング、シャドーボックス、

　　　　　　パッチワーク、ファンタジック水彩画

籐手芸を楽しむ会

　籐で「ミニパン皿」や「なべ敷」

を作りませんか！

◆参加費　３００円

※ハサミ、エプロン、メジャーを用

意してください。

趣味の水墨画を楽しむ会

　水墨画は淡路生まれの明兆が元祖で

す。四君子、竹の絵を描いてみましょ

う。初体験の人歓迎します。

◆参加費　３００円

※筆・墨・硯のある人は持参ください。

ファンタジック水彩画

　水彩絵の具で花の絵(マーガレット)

を描きましょう。

◆参加費　１，０００円

※エプロン、古いタオルを用意してく

ださい。

＊ 1日体験教室に参加希望の人は市民交流センターへお申し込みください。

１日体験教室１日体験教室 ◆と　き　１１月６日(日)、 午前１０時～午後２時まで

◆受付締切　１０月３０日（日）

洲本市民工房・ギャラリー

写真部ゲンゾー写真展０２

◆とき　１１月４日（金）～６日（日）、

　午前１０時～午後８時

　（初日は午後１時から、最終日は午後

　５時まで）

◆主催　写真部ゲンゾー

淡味篆會篆刻展２００５

◆とき　１１月９日（水）～１３日（日）、

　午前１０時～午後６時

◆主催　淡味篆會



お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ

１９

マタニティメイト（対象・妊婦）　
全教室、妊婦さん・ご家族同士の交
流を大切に開催しています！
「いのちって何だ」 
　◆とき　毎月第１～第４月曜日
　◆受付　午前９時３０分～
　◆内容　母子健康手帳の交付
「お母さんは元気」  
　◆とき　１０月２６日（水）
　◆受付　午後１時３０分～
　◆内容　妊娠中の栄養と歯科健診
「赤ちゃん大好き」  
　◆とき　１１月　８日（火）
　◆受付　午後１時３０分～
　◆内容　妊娠期の生理と過ごし方
「こんにちは赤ちゃん」　要予約
　◆とき　１２月　６日（火）
　◆受付　午後１時３０分～
　◆内容　沐浴の練習
「おっぱいで育てたい」
　◆とき　１２月２０日（火）
　◆受付　午後１時３０分～
　◆内容　妊婦体操

１０月、１１月の乳幼児健康診査・
相談を次のとおり行います。対象者
には問診票などを送付しますので、
母子手帳を持参し受診してください。
◆受　付　　乳児、１０か月、１歳
６か月児健康診査、２歳児健康相談
午後１時～１時１５分
　３歳児健康診査　午後１２時４０分～１時
　７か月児相談　午前９時40分～午前９時50分

１０月２０日（木）

１０月２６日（水）

１０月２７日（木）

１０月２８日（金）

１１月　４日（金）
（第１金曜日）

１１月１０日（木）

１１月１６日（水）
（第３水曜日）

１１月１７日（木）

１１月２５日（金）

乳児健康診査（H１７年６月生）

７か月児健康相談（H１７年３月生）

２歳児健康相談（H１５年１０月生）

１歳６か月児健康診査（H１６年３月生）

１０か月児健康診査（H１６年１２月生）

３歳児健康診査（H１４年８月生）

７か月児健康相談（H１７年４月生）

乳児健康診査（H１７年７月生）

１歳６か月児健康診査（H１６年４月生）

すくすく子育て相談　要予約
　ゆっくりと相談していただけるよう、
できるだけご予約お願いします。

　     乳児期　　　　　幼児期
  （１か月～１歳頃まで） 　（１歳頃～）
   １１月１８日（金）１１月１１日（金）
 午前９時３０分～ 　午前１０時～

歯科保健相談 
　◆とき　１０月２６日（水）、１１
　　月１６日（水）
　◆受付　午後１時～
　　フッ素塗布を同時に行います（料
　　金１，４８０円）。

成人健康相談 （糖尿病予防重点相談）
　◆とき　毎月第１、３月曜日、午
　　後１時～３時（スタッフ　生活
　　習慣病予防指導士、栄養士）

法律相談  弁護士による相談。
◆と　き　１１月２日（水）、１１月１６
　日（水）
◆受　付　市役所市民相談係で電話に
　よる予約受付けをしています  1２２・
　３３２１内線３４５、３４６
◆ところ　総合福祉会館
行政相談
◆と　き　１１月９日（水）、午後１
　時１５分～午後３時
◆受　付　午後１時１５分～２時３０
　分
◆ところ　総合福祉会館
社会保険相談　　要予約
◆と　き　毎月第３金曜日、午前１０
　時～午後３時
◆ところ　市民会館
司法書士による無料法律・登記相談   要予約
◆と　き　１１月１５日（火）、午前
　１０時～正午
◆ところ　県洲本総合庁舎
司法書士による多重債務相談　要予約
◆と　き　１０月２４日（月）、午前
　１０時～正午
◆ところ　県洲本総合庁舎
　予約など詳しくは、司法書士野口泰
嗣事務所（1２６・３１２３）へ。
心配ごと相談（1２６・００２２）

◆と　き　毎月第１・２・３金曜日、
　午後１時～４時
◆ところ　総合福祉会館で。
＊電話での相談にも応じています
人権相談（1２２・０４９７）
◆と　き　毎週水曜日午前９時～午後
　４時
◆ところ　神戸地方法務局洲本支局人
　権相談室
家庭児童相談 （1２２・３３３２）
　０～１８歳までの子どもの相談。
◆と　き　毎週月・火・木、午前８時
　３０分～午後５時１５分
◆ところ　洲本市健康福祉館
青少年相談（1２２・４５４７）
◆と　き　月～金曜日、午前９時～午
　後５時
専門医による心の相談（1２２・４５
４７）
◆と　き　毎月第３水曜日、午後１時
　～３時
◆ところ　青少年センター
母子家庭相談 （1２２・３３３２）
◆と　き　毎週金曜日午前１０時３０
　分～午後５時
◆ところ　洲本市健康福祉館
高齢者相談 （フリーダイヤル０１２０・
３６・７８３０） 
◆と　き　月～金曜日、午前９時～午
　後５時３０分
◆ところ　淡路県民局
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成人健康相談 
◆と　き　毎月第２、４水曜日、第
　１、２、４金曜日
◆受　付　午後１時～１時３０分
こころのケア相談  要予約
精神病、痴呆、アルコールその他心
の相談など。
◆と　き　毎月第２火曜日、奇数月
　第４水曜日、午後１時３０分～
栄養表示基準制度相談　要予約
◆と　き　毎月第１、３月曜日、午
　前１０時～正午
栄養専門相談 　要予約
◆と　き　毎月１・３月曜日、午後
　１時～５時

人間ドック
◆と　き　火・木・金曜日、受付　
　午前９時～
◆ところ　洲本伊月病院
◆受　付　同病院（1２６・０７７
　０）へ。
◆料　金　１４，９９０円
　助成についてなど詳しくは、国保
の人は、市役所市民生活部市民課国
保年金係（1２２・３３２１内線２
５５）、社会保険などその他の人は、
市保健センター（1２２・３３３７）へ。

（保健所）（保健所）（保健所）（保健所）（保健所）
TEL.22-3541

▼

▼

◆とき　１１月７日（月）、午後１時
　３０分～３時
◆内容　「魚と大豆で健康増進」
　「高齢者に多い低栄養について」



　秋の文化と体育のシーズンを迎え、市展、レクスポーツフェスティバルやコンサートなど子どもか
ら大人まで気軽に楽しめる文化・スポーツイベントを新しくできた洲本市文化体育館で開催します。

とき　１１月３日（木・文化の日）　ところ　洲本市文化体育館とき　１１月３日（木・文化の日）　ところ　洲本市文化体育館

◆と　き　１１月２日（水）～６日（日）、午前９時～午後６時（最終日は午後３時まで）
◆ところ　洲本市文化体育館会議室
　詳しくは、市教育委員会社会教育課（1２２・３３２１内線３６７）へ。▼

　若くしてスタインウェイ・アーティストの称号を与えられたピアニスト田尻洋一と、
東京フィルの客演コンサートマスターであるヴァイオリンの渡部基一、東京シティ
フィルの主席チェロ奏者の長明康郎が、楽しい音楽のひとときをお届けします。
◆と　き　　１１月３日（木）、午後４時～６時
◆ところ　　文化ホール「しばえもん座」
◆演奏曲目　　ショパン　　　 幻想即興曲、別れの曲、英雄ポロネーズ
　　　　　　　サンサーンス　白鳥
　　　　　　　サラサーテ　　ツィゴイネルワイゼン
　　　　　　　メンデルスゾーン　ピアノ三重奏曲第１番二短調op.４９
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか
◆申込方法　往復はがきに田尻洋一グランドトリオ入場希望と書き、　住所、　氏
　　　　　　名、　年齢、　連絡先（電話番号）、　希望席数（最大２席まで）を、
　　　　　　返信用はがきに送付先を記入し、〒６５６‐００２１洲本市塩屋１‐
　　　　　　１‐１７洲本市文化体育館「田尻洋一」コンサート係まで郵送くださ
　　　　　　い。
◆申込締切　１０月２４日（月）（ただし定員になり次第、締め切ります。）
※当日は、入場整理券と明記された返信はがきをお持ちください。
※就学前の子どもの入場はできません。
※小学生は、保護者同伴で入場ください。
　詳しくは、洲本市文化体育館「田尻洋一」コンサート係（1２５・３３２１）へ。▼

１ ２

３ ４ ５

▽
▽

▽
▽

　ご家族やグループでお気軽に参加してください。
◆と　き　１１月３日（木）、午前９時３０分～
◆ところ　洲本市文化体育館アリーナ「しおさい館」、洲本第二小学校運動場
◆内　容　　競技会　　　　　　　　　　　グラウンドゴルフ、ソフトバレーボール
　　　　　　新しい体育館で遊ぼう！　　　箱つみ、ストラックアウト、碁石はこび、巨大ボールで遊ぼう　
　　　　　　キッズコーナー　　　　　　　スーパーボールすくい、キックターゲット
　　　　　　ニュースポーツ体験コーナー　室内ペタンク、ユニカール、碁石ボール　ほか
◆申込期限　１０月２５日（火）必着
　申込みなど詳しくは、市教育委員会社会教育課（1２２・３３２１内線３６８）へ。

▽
▽

▽
▽

▼

平成１７年度　淡路文化史料館企画展

　文化体育館に設置されたコンサート用グランドピアノ・スタインウェイを演奏してみませんか？
◆演奏時間　平成１７年中の毎週月曜日と水曜日の午後１時～９時までの間で、文化ホール利用者がなく、
　施設管理者が決めた日時、時間帯。
◆ところ　文化ホールピアノ庫内
※希望者は、３日前までに、文化体育館にお申込みください。
　申込みなど詳しくは、洲本市文化体育館（1２５・３３２１）へ。▼

◆と　き　１２月４日（日）まで、午前９時～午後５時
　　　　　（入館は４時３０分まで）
◆休館日　祝祭日の除く毎週月曜日
　　　　　１１月４日（金）、２４日（木）は　臨時休館です。
◆入館料　一般　４００円（３２０円）、高校・大学生　２５０円
　　　　　（２００円）、小・中学生　１００円（８０円）
　※（　　）は団体２０人以上の入場料です。
　※幼児・障害者は無料
　※洲本市在住の６５歳以上の人は２００円
　※小・中学生は、ココロンカードか、のびのびパスポートを
　　提示すれば無料

　※「関西文化の日」１１月１９日（土）、２０日（日）は入館無料
記念講座
◆と　き　１１月１２日（土）
◆ところ　淡路文化史料館１階研修室
◆内　容　　１部　午後１時３０分～
　　　　　　演題「発掘された　平焼」　講師　仁尾一人
　　　　　　２部　午後２時３０分～
　　　　　　演題「発掘された明治・大正のタイル」
　　　　　　講師　深井明比古
　詳しくは、淡路文化史料館（1２４・３３３１）へ。

◆と　き　１２月４日（日）まで、午前９時～午後５時
　　　　　（入館は４時３０分まで）
◆休館日　祝祭日の除く毎週月曜日
　　　　　１１月４日（金）、２４日（木）は　臨時休館です。
◆入館料　一般　４００円（３２０円）、高校・大学生　２５０円
　　　　　（２００円）、小・中学生　１００円（８０円）
　※（　　）は団体２０人以上の入場料です。
　※幼児・障害者は無料
　※洲本市在住の６５歳以上の人は２００円
　※小・中学生は、ココロンカードか、のびのびパスポートを
　　提示すれば無料

　※「関西文化の日」１１月１９日（土）、２０日（日）は入館無料
記念講座
◆と　き　１１月１２日（土）
◆ところ　淡路文化史料館１階研修室
◆内　容　　１部　午後１時３０分～
　　　　　　演題「発掘された　平焼」　講師　仁尾一人
　　　　　　２部　午後２時３０分～
　　　　　　演題「発掘された明治・大正のタイル」
　　　　　　講師　深井明比古
　詳しくは、淡路文化史料館（1２４・３３３１）へ。▼

▽
▽

長明　康郎

田尻　洋一

渡部　基一


